


































5 . 返還期限猶予

（1）在学猶予

大学・大学院などに在学中は「在学届」〔様式は29頁参照〕，外国に留学中は「奨学金返
還期限猶予願」〔様式は30，31頁参照〕と「在学証明書（日本語訳を添付）」の提出により
返還期限が猶予されます。
なお，日本の大学（院）に在籍しながら外国に留学する場合は「在学届」のみ提出してく
ださい。
下記の事由が発生した場合は，すみやかに手続をしてください。
ア 進学した場合

在学届を入学した学校に提出してください。（学校がまとめて本機構に提出します。）
ただし，大学院奨学生採用候補者（採用候補者決定通知を受領した人）が，大学院に
進学した場合は，前に貸与を受けていた奨学生番号を記入した進学届の提出により，在
学中は返還期限が猶予されますので在学届を提出する必要はありません。
イ 奨学金を辞退した場合

辞退後も学校に在学している場合は，在学届を提出してください。
ウ 借用期間終了後も留年により卒業期が延びた場合

在学届を1年ごとに提出してください。
エ 大学の通信教育学部又は放送大学の全科履修生として在学している場合

在学届を1年ごとに提出してください。
オ 専修学校に入学した場合

専修学校の高等課程又は専門課程で修業年限が2年以上のもののうち，次の分野・学
科に入学した場合は在学届を提出してください。

〔在学猶予が認められる分野と学科〕
工業，農業，医療，衛生，教育・社会福祉，商業実務関係の各分野に属する全学科
服飾・家政，文化・教養分野のうち服飾，デザイン，写真，外国語，音楽，美術に関する学科

注 意！

※ 聴講生・研究生・選科履修生・科目履修生等は在学猶予の対象となりません。
14頁（2）「一般猶予」を参照してください。
※ 外

※ 提出された奨学金返還期限猶予願及び添付書類について審査があります。

国留学のうち，大学・大学院以外の学校，語学学校，大学の語学研修コースに在籍する場
合は，14頁（2）「一般猶予」を参照してください。

返還期限が猶予されることがあるのは次の場合です。返還期限猶予を希望する場合はすみ
やかに所定の手続をしてください。審査中は請求や督促が行われます。
なお，返還期限猶予期間が終了したら「リレー口座」の再加入手続をしてください。
ただし，金融機関に確認し，前回加入したリレー口座が使用できる場合は，再申込の必要
はありません。
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